
1 はじめに
本建物は、渋谷区代々木にあった旧山野学苑の

校舎を解体し、2007年4月開校（予定）に向けて新た

に建設中の専修学校・共同住宅である（図1）。

建物低層部の学校における生徒や教職員および

高層部の住居に入居する人々に、地震等の災害に

対して安全でかつ快適な住環境を提供する、とい

うニーズに対して、それらを実現するために、建

物用途の切り替わる10階を免震層として積極的に

利用した超高層中間層免震建物である。本建物の

形状は、総合設計制度による建物の高容積化と本

敷地における複雑な斜線制限、等の条件により、

複雑な形状となっている。

2 建物概要
本建物は、JR代々木駅より西方向約200m、小田

急線南新宿駅の東方約100mの地域に建設される専

修学校・共同住宅である。

地上27階、地下3階であり、地下3階～9階までを

専修学校、11階～27階までを共同住宅としている。

また、地下階には講堂および博物館を設置する計

画としている。

＜建物概要＞

建物名称：MY TOWER PROJECT

－山野学苑建替計画－

所 在 地：東京都渋谷区代々木1-53-1

用　　途：専修学校、共同住宅

建 築 主：学校法人　山野学苑

設計監理：大成建設株式会社一級建築士事務所

施　　工：大成建設株式会社　東京支店

敷地面積：5,116.46m2

建築面積：2,590.82m2

延床面積：33,878.03m2

階　　数：地上27階、地下3階、塔屋1階

軒　　高：93.10m

最高高さ：97.35m

構造種別：鉄筋コンクリート造（一部、鉄骨梁、

C.S.Beam）

基礎構造：直接基礎（べた基礎）

免震装置：天然ゴム系積層ゴム支承、弾性すべ

り支承（ハイブリッドTASS構法）

工　　期：2004年11月～2007年2月

3 構造計画概要
主体構造は、柱と一般的な大梁を鉄筋コンクリ

ート造とした純ラーメン構造である。学校部分の

ロングスパン大梁には端部RC造中央部S造の梁

（C.S.Beam）を、住宅部分のロングスパン大梁には

プレテンション式のプレストレストPCa梁を用いて

いる。10階に配置する免震装置は、弾性すべり支
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承と積層ゴム支承を組合せた複合免震システム（ハ

イブリッドTASS構法）である。

4 耐震設計概要
4.1 目標耐震性能

本建物は、免震装置を建物の高さ方向中間部に設

けることにより、免震層をはさむ上部構造の応答低

減、およびそれに伴う下部構造の入力せん断力低減

が可能となっている。これにより、通常の建物と比

べ、建物全体として高い耐震性能が確保することが

できる。以下に耐震設計の考え方を示す。

1）上部構造・下部構造とも通常の建物より高い

目標耐震性能を設定し、さらに、下部構造は

上部構造以上の目標耐震性能とする。

2）下部構造は、レベル2時に一部の梁の曲げ降

伏（部材塑性率2.0以下*、層塑性率1.5以下）を

許容するが、フレームとして通常の建物以上

の保有耐力と十分な変形性能の確保を行う。

3）免震装置は十分に安定した領域（ゴムせん断

ひずみ200％, 32cm以内）で使用する。

4）免震層の上下階は、十分に剛性を高くし、上

下階の柱および梁部材は弾性領域にとどめる。
* 部材塑性率とは梁部材の中で最大の塑性率を示し、
層塑性率とは、ある梁が最初に曲げ降伏した時の層
間変形を基準とした塑性率を示す。

4.2 設計用入力地震動と解析モデル

設計用入力地震動は、告示波3波、サイト波2波

（南関東地震を想定）、観測波3波の計7波とした。

なお、建物基礎位置GL - 1 6 . 3 mのS波速度は

Vs=580m/secであり、工学的基盤と判断できる為、

告示波3波およびサイト波2波は基盤波を入力地震

動として使用した。使用した地震波一覧を表2に、

レベル2の擬似速度応答スペクトルを図6に示す。

振動解析モデルは、B3階床位置を固定とし、地

下3層、地上27層を質点に置換した30質点系の等価

曲げせん断型とする。弾性すべり支承と積層ゴム
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図2 2階伏図

図3 基準階伏図

図4 代表軸組図

図5 免震材料配置図（10階）

　　

表1 目標耐震性能



支承を各々表すばねを2本並列に配置する。弾性す

べり支承はすべり部分と初期剛性を表す積層ゴム

部分を直列で表現する。図7に解析モデル、図8に

免震層の復元力特性を示す。

固有値解析結果を、表3、図9に示す。

4.3 地震応答解析結果

図10に、レベル2地震動入力時のX方向の最大応

答値を示す。上部構造・下部構造の最大層間変形

角は1/150（25F）である。免震層の最大水平変位は

26.5cmであり、積層ゴム支承の最大せん断ひずみ

に換算すると166％で、目標値の200％以内となっ

ている。また免震支承の面圧は、圧縮限界強度以

下であり、かつ浮上りによる引張力は発生してい

ない。

以上より、地震応答結果は何れも目標耐震性能

を満足しており、十分な耐震安全性を有している。
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表2 設計用入力地震動一覧

図6 擬似速度応答スペクトル（レベル2、h=5%）

図7 解析モデル

図8 免震層の復元力特性

表3 固有値解析結果

図9 X方向モード図（βu）
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4.4 ねじれ振動の検討

本建物は、複雑な斜線制限等の条件により、低

層部分から高層部分にかけてセットバックしてい

く複雑な建物となっており、ねじれ振動が生じや

すい形状となっている。

並進方向の耐震性能向上のみでなく、上記ねじ

れ振動の問題を解決する為にも、10階を免震層と

することが効果的である。免震層で偏心率を0に近

づけ、ねじれ変形に対してもエネルギー吸収する

層を設けることで、建物全体のねじれ振動を低減

させている。表4に免震層の水平変形毎の偏心率を

示す。

ねじれ振動検討用として、建物各層の重心・剛

心位置とねじれ剛性を考慮し、免震層の復元力特

性を8方向のマルチスプリング要素でモデル化し

た。図11に解析モデルの概要を示す。ねじれ検討

用入力地震動は、告示波（Hachinohe NS位相）のレベ

ル2とする。

表5に、免震層の重心位置、剛心位置、建物端部

における免震装置の応答変形を示す。重心位置と

建物端部の変形差は0.54cm（Y方向）であり、ねじれ

振動の影響がほとんど無いことが分かる。

図12の解析モデルの免震層部分を一般の柱梁部

材に置き換えた「非免震」モデルを作成し、「免震」

モデルのねじれ応答成分との比較を行った（図11）。

ねじれモーメント、ねじれ変形（基礎からの絶対量）

共、「免震」モデルの応答値が小さくなっている。

このことから、本建物のようにねじれ振動が生じ

やすい建物において、中間免震を採用することに

より、ねじれ振動を低減することができる。
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図10 応答解析結果（レベル2、X方向）

表4 免震層変形別の偏心率

 

図11 ねじれ検討用解析モデル

表5 免震部材毎の最大応答変形量



5 おわりに
複雑な形状および用途を有する建物に対して、

超高層中間層免震を採用することで、通常の建物

に比べて高い耐震性能を実現することができた。

現在、2007年2月末の竣工に向けて、躯体のPCa

工事を進めている。（写真1）

最後に、本建物の計画、設計、施工にあたり御

協力頂きました関係者の皆様に、本紙面をかりて

御礼申し上げます。
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図12 ねじれ応答結果（Y方向）

写真1 工事中写真（2006年5月現在）


